ポッドキャスティングを使ったＦＭ－ＴＢＣについての計画
· 概要

時間があるのに通常の活動で継続的に行っている活動が現状ではＦＭ－ＴＢＣ以外に無い。ＦＭ－ＴＢＣも不定期放送であり、部員のモチベーションは下がって行っている。

そこで、普段の活動で気軽に始められるということで今話題のポッドキャスティングをやってはどうか？
・ポッドキャスティングとは？
Webサーバ上にアップロードされたその音声データファイルのリンクアドレスは、ウェブログなどのRSS内に関連付けられる。そのRSSからその音声ファイルのリンクアドレスを抽出することで、様々なソフトウェアやウェブサイト上にてその音声データを読み取り、ダウンロード保存や再生することが可能な技術である。
簡単に言うと音声版のブログである。

・放送研究部での利用の仕方の案

現在、放送研究部で使用しているブログサービスであるＳｅｅｓａａブログにて簡単にポッドキャスティングを始められる仕組みがあるのでこれを利用する。

番組は、ＦＭ－ＴＢＣの番組のようなフリートーク番組、ラジドラ、放送研究部の活動紹介番組、番組発表会などの告知番組を作る。
これを続けることにより、喋りの技術、機材の技術の向上を見込める。

また、放送研究部の認知度の向上も見込める。→部員数ＵＰ。

・制作方法

通常のＦＭ－ＴＢＣと同じように部室のブースにて番組制作を行う。

フリートーク番組やラジドラの場合はＦＭと同じように企画者にＣＵＥシートを提出してもらい番組を作成する。

その他、各イベント（新歓、番発、建学祭など）などの宣伝用の番組を作成する。具体体的には番発宣伝番組なら番発の番組企画者にインタビューし番組の魅力を語ってもらうなど。

企画者がＤＪやパーソナリティーとは限らず、誰でも気軽に番組を作れるようにする。なるべく多くの部員（できれば全員）が関わるようにする。

技術局員はＤ・ＡＤ・Ｍｉｘを担当、補助する。

ポッドキャスティングの特性により番組はすべて録音で行う。録音メディアはＭＤに録音し、その後ＭＤに録音した完パケの番組をＣＤ－Ｒにダビングする。これはＣＤ－Ｒだとパソコンへの取り込みが楽にできるからである。
・注意点

ネットで流れるため一般の楽曲を使用するのには、現在の法律だとＪＡＳＲＡＣ（音楽著作権協会）や各レコード会社に高い著作権料を払い、許可を得なくてはならない。申請も複雑なため一般の楽曲を使用するのは現実的に考えると無理である。これはフリーの素材集などの楽曲でカバーするしかない。

そのため、通常のＦＭ番組の作成は出来ない。曲紹介ではない専用の番組が必要。

どこで誰が聴いているかわからない（これはＦＭに関しても同じである）ので番組内容には注意が必要である。　シモネタ、放送コードに引っかかるような発言しない。

· 問題点

誰が担当としてまとめて行くか。→ＦＭ担当？　Ｗｅｂ担当？　新担当設立？

番組はいつ作るの？作る時間は有るのか？→月・金などの活動時間、または他の日？

部の活動がラジオに偏りはしないか？→映像向けの内輪番発の定例化。
